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◆　基準　◆

＜建築物移動等円滑化基準チェックリスト＞
	施設等
	チェック項目
	

	＜一般基準＞
ホテル又は

旅館の客室
(政令第15条)
(告示第1495・1496号)
	①客室総数が50以上の場合、車椅子使用者用客室を客室の総数の1／100（端数は切り上げ）以上設けているか
	

	
	②車椅子使用者用客室の便所（同じ階に共用の車椅子使用者用便房があれば代替可能）
	－

	
	
	（1)便所内に車椅子使用者用便房を設けているか
	

	
	
	
	(ア)腰掛便座、手すり等を適切に配置しているか
	

	
	
	
	(イ)車椅子使用者が円滑に利用できるよう十分な空間を確保しているか
	

	
	
	（2)車椅子使用者用便房及び当該便房が設けられている便所の出入口の幅は80ｃｍ以上であるか
	

	
	
	（3)車椅子使用者用便房及び当該便房が設けられている便所の出入口に戸を設ける場合には、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造で、かつ、その前後に高低差がないか
	

	
	③車椅子使用者用客室の浴室又はシャワー室（共用の車椅子使用者用浴室等があれば代替可能）
	－

	
	
	（1)浴槽、シャワー、手すり等を適切に配置しているか
	

	
	
	（2)車椅子使用者が円滑に利用できるよう十分な空間を確保しているか
	

	
	
	（3)出入口の幅は80ｃｍ以上であるか
	

	
	
	（4)出入口に戸を設ける場合には、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造で、かつ、その前後に高低差がないか
	

	＜移動等円滑化基準＞
出入口1
（政令第18条
第2項第二号）
	①幅は80ｃｍ以上であるか
	

	
	②戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造で、かつ、その前後に高低差がないか
	


1　出入口：車椅子使用者用客室の出入口
＜建築物移動等円滑化誘導基準チェックリスト＞
	施設等
	チェック項目
	

	ホテル又は
旅館の客室

(省令第10条、
告示第1484号)
	①客室総数が200以下の場合は客室総数の1/50以上、客室総数が200を超える場合は客室総数の1/100に2を加えた数以上の車椅子使用者用客室を設けているか
	

	
	②　車椅子使用者用客室の出入口
	－

	
	
	（1)幅は80ｃｍ以上であるか
	

	
	
	（2)戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造で、かつ、その前後に高低差がないか
	

	
	③　車椅子使用者用客室の便所（同じ階に共用の車椅子使用者用便房があれば代替可能）
	－

	
	
	（1)便所内に車椅子使用者用便房を設けているか
	

	
	
	
	(ア)腰掛便座、手すり等を適切に配置しているか
	

	
	
	
	(イ)車椅子使用者が円滑に利用できるよう十分な空間を確保しているか
	

	
	
	（2)車椅子使用者用便房及び当該便房が設けられている便所の出入口の幅は80ｃｍ以上であるか
	

	
	
	（3)車椅子使用者用便房及び当該便房が設けられている便所の出入口の戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造で、かつ、その前後に高低差がないか
	

	
	④　車椅子使用者用客室の浴室等（同じ建築物に共用の車椅子使用者用浴室等があれば代替可能）
	－

	
	
	（1）車椅子使用者用浴室等
	－

	
	
	
	（ア)浴槽、シャワー、手すり等が適切に配置されているか
	

	
	
	
	（イ)車椅子使用者が円滑に利用できるよう十分な空間が確保されているか
	

	
	
	（2)出入口
	－

	
	
	
	（ア)幅は80ｃｍ以上であるか
	

	
	
	
	（イ)戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造で、かつ、その前後に高低差がないか
	


◆　設計の考え方　◆
・高齢者、障害者等が、他の利用者と等しく外出･旅行等の機会を享受するための環境の整備が求められており、宿泊機能を有する建築物においては、バリアフリー法に義務づけられた「車椅子使用者用客室」（車椅子使用者が円滑に利用できる客室）を設けることや、一般客室において高齢者や障害者等も利用できるよう配慮することが求められている。
・車椅子使用者のみならず、健常者を含めた多くの利用者にとっても魅力ある車椅子使用者用客室や、高齢者、障害者等の利用に配慮した一般客室を設けることにより、稼働効率の良い客室配置が可能となる。
・宿泊機能を有する建築物の設計においては、客室のほかに、施設全体のバリアフリー対応として、道路や駐車場から客室に至る経路や共用スペース（レストラン、大浴場、共用便所等）の段差の解消や、フロントにおける車椅子使用者に配慮したカウンター設置、緊急時の避難動線の確保や情報提供等への配慮が求められる。また建築物のハード対応とあわせて、情報提供やサービス等のソフト対応、人的な対応の両面を考慮しつつ設計を行うことが重要である。
・高齢者、障害者等のニーズや要望等について、予約時や来訪時の質問に的確に応えることのほか、ホームページ等での事前のバリアフリーに関する情報提供（車椅子使用者用客室の有無やその仕様・寸法、備品の貸し出し等に関する基本的な情報）を行い、予約しやすさへの配慮を行うことが、施設管理者に求められる。
・高齢者、車椅子使用者以外の障害者、聴覚障害者、視覚障害者等が利用できるよう配慮した客室を整備することなど、施設全体で様々なバリアフリー対応を行うことは、施設管理者にとって、今後の利用者拡大につながる重要な取り組みである。
◆　設計のポイント　◆
ア．車椅子使用者用客室

・ホテルや旅館等の宿泊施設には、バリアフリー法に定められる水準を満たす車椅子使用者用客室を設ける。

・車椅子使用者用客室内には、車椅子使用者の円滑な利用が可能な通路・スペース及び便所、浴室又はシャワー室（以下：浴室等）を設ける。
・車椅子使用者用客室及び便所・浴室等の出入口は、車椅子使用者が円滑に利用できる有効幅員、空間等を確保し、戸の前後の高低差を設けない。
・車椅子使用者は座位や動作視点が低く、手の届く範囲に限界があるため、部品や設備機器の高さ・奥行きの設定等に配慮する。
・一般客室と同等の快適性の確保、及び誰もが利用したいと思う魅力ある室内空間の提供ができるよう、内装仕上げ・部品・設備機器の選定、色彩・照明計画等に配慮する。

イ．一般客室

・一般客室及び便所・浴室等の出入口には、車椅子使用者等の利用に配慮した有効幅員、空間等を確保し、戸の前後に高低差を設けない。
ウ．各室に共通する整備又はソフト面の工夫
・車椅子使用者用客室及び一般客室には、高齢者、障害者等への情報提供、高齢者、障害者等とのコミュニケーション、並びに非常事態発生の伝達や避難誘導等に配慮した案内表示や設備・備品等を設ける（又は貸し出す）。特に、視覚障害者、聴覚障害者にとっては、音声・文字・点灯等による情報伝達が可能な設備・備品や、点字・浮き彫り文字の表記等が重要となる。
	２.　９.　１　客室の設計標準


（１）車椅子使用者用客室
①　設置数、配置

・客室総数が50以上の場合は、客室総数の1/100を乗じて得た数（1未満の端数が生じたときは、これを切り上げて得た数）以上の車椅子使用者用客室を設ける。
・客室総数が200以下の場合は、客室総数に1/50を乗じて得た数以上、客室総数が200を超える場合は、客室総数に1/100を乗じて得た数に2を加えた数以上の車椅子使用者用客室を設けることが望ましい。また、バリアフリー法第17条に基づく建築物特定施設とする場合は、これに適合させた客室数以上の車椅子使用者用客室を設ける。
・客室総数が50未満の場合は、1以上の車椅子使用者用客室を設けることが望ましい。
参考：バリアフリー機能を備えた客室の設置数に関する国際的な水準
（2010年版　アクセス可能なデザインのためのADA基準　米国司法省２０１０年9月）
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・バリアフリー機能を備えた客室の設置数は、下表に従って提供されなければならない。
・前述の車椅子使用者用客室の設置数を設けるとともに、上記の国際的な水準を参考にしつつ、個別のプロジェクトに応じて高齢者、障害者等の利用に配慮した客室（一般客室を含む）の設置数を設定することが望ましい。
留意点：車椅子使用者用客室の整備促進

・地方公共団体においては、バリアフリー法第14条第3項に基づく条例（バリアフリー条例）において、ホテル又は旅館の義務付け対象規模を政令の規模(床面積2,000㎡)未満に設定することや、車椅子使用者用客室の割合等、建築物特定施設の構造及び配置に関する基準を付加する、又は基準強化を図る等、「車椅子使用者用客室の整備促進」について、より積極的な取り組みがなされることが望ましい。

②　客室出入口の有効幅員、空間の確保等
・客室出入口の有効幅員は、80cm以上とする。
・車椅子使用者の戸の開閉のため、客室出入口の戸が内開き戸や引き戸の場合には、戸の取っ手側に、袖壁の幅45cm程度以上の接近スペースを設けることが望ましい。
・客室内における便所・浴室等の出入口付近の通路は、車椅子使用者が円滑に利用できるよう、十分な有効幅員を確保する。なお、便所・浴室等の出入口（有効幅員80㎝以上）に至る車椅子使用者の経路が直角路となる場合には、便所・浴室等の出入口付近における通路の有効幅員は、100cm以上とする。
・客室内には、車椅子使用者が360°回転できるよう、直径150㎝以上の円が内接できるスペース又は車椅子使用者が180°転回（方向転換）できるよう、140cm以上×140cm以上のスペースを、1以上設ける。（家具等の下部に車椅子のフットサポートに乗せた足が通過できるスペースが確保されていれば、その部分も有効スペースとする。）ベッドの移動等、客室のレイアウトの変更による対応でもよい。
・車椅子使用者がベッドに移乗できるよう、ベッド側面のスペースの有効幅員は、80cm以上とする。（ベッド、テーブルや椅子等の移動によって確保されるスペースも、有効幅員とするが、この場合は施設管理者側の移動作業が増大することに留意する必要がある。）
・客室の床には、原則として段差を設けない。客室の一部に和室や畳の小上がりスペース等を設ける場合、車椅子使用者が容易に移乗できるよう、畳上面等（段差）を40～45㎝程度(車椅子の座面の高さと同程度)とすることが望ましい。
・壁面からの突出物を極力避けるとともに、やむを得ず突出した部分や衝突する可能性のある壁・柱・家具の角等がある場合には面取りをする、保護材を設ける等、危険防止に配慮することが望ましい。

・その他については、２．８．１　利用居室の出入口の設計標準を参照。
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＜内開き戸の例＞



＜引き戸の例＞

例＞
＜設計例＞
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＜設計例＞
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③　客室出入口の戸の形式
・戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造とし、かつ、その前後に高低差がないものとする。
・戸の開閉動作は、開き戸より引き戸の方が開閉しやすい。

・取っ手の中心高さは、床から90㎝程度とする。

・室名表示、避難情報及び避難経路の表示等は、床から140cm程度の高さ（車椅子使用者の見やすさに配慮した高さ）に設ける。
・アイスコープは、一般客室と同じ高さの他に、床から100～120cm程度（車椅子使用者の目線の高さ）程度の高さに設けることが望ましい。又は、戸の付近にカメラ付きインターホンを設けることが望ましい。
・非接触型カード錠のカードリーダは、床から100～120cm程度の高さに設けることが望ましい。

・錠（電気錠を含む）は、施錠の操作がしやすいものとし、操作がしやすい高さに設けるとともに、緊急の場合には廊下側からも解錠できるものとする。
ア．開き戸
・取っ手は、大きく操作性の良いレバーハンドル式、又はプッシュプルハンドル式等とする。

・ドアクローザーは、閉めはじめはゆっくり閉まる等、閉鎖作動時間が十分に確保され、かつ軽い力で操作できるものとする。（ディレードアクション機能）
・戸が90度以上開くようドアクローザーの収まるスペースを確保し、戸当たりの位置を工夫するとともに、取っ手が壁にあたらないよう、戸の吊元のスペースを確保することが望ましい。
＜参考＞ドアクローザー（車椅子の通行に安全で便利な機能：ディレードアクション付の例）
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留意点：客室出入口のU字ロックやチェーンロックの解除等
・非常時には従業員等が客室に駆け付けて高齢者、障害者等を救助するため、施設管理者は廊下側からU字ロックやチェーンロックの解除する方法等の対策を備えておく必要がある。

イ．手動式引き戸

・手動式引き戸は、自閉式上吊り引き戸（ストッパー若しくは一時停止装置又は自動閉鎖時間の調整機能を持ち、閉まり際で減速するもの）で、容易に開閉できるものとすることが望ましい。
・取っ手は、握りやすい形状（棒状のもの等）とする。
留意点：手動式引き戸の採用にあたって
・客室出入口に引き戸を採用する場合には、戸の遮音性能（開き戸との相違）のほか、引き残し・戸袋の設置スペースや電気錠の設置スペースについて確認することが必要である。
ウ．その他
・戸の形式については、２．８．１　利用居室の出入口の設計標準（２）を参照。
＜客室出入口の開き戸（廊下側）の例＞
　＜客室出入口の開き戸（客室側）の例＞
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＜設計例＞
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④　部品・設備等
ア．ベッド
・ベッド高さは、マットレス上面で45～50㎝程度とする。
・室内の回転スペース又は転回（方向転換）スペース及びベッドへの移乗スペース（有効幅員80cm以上）を確保するために客室内のレイアウト変更が可能となるよう、ベッドを床に固定することは避ける。
・ヘッドボード高さは、マットレス上面より30㎝以上することが望ましく、形状はベッド上で寄り掛かりやすいものとすることが望ましい。

イ．ベッドサイドキャビネット
・客室内のレイアウト変更が可能となるよう、ベッドサイドキャビネットを床に固定することは避ける。
・高さは、マットレス上面より10㎝程度高くすることが望ましい。
・ベッド上から手の届く位置に、緊急通報ボタンを設けることが望ましい。

＜ベッド廻りの例＞


　＜設計例＞
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ウ．照明
・ベッド上で室内の照明を点灯・消灯できるものとする。
・リモコンやタブレット等で操作できるものとすることが望ましい。
・室内の照明は、間接照明とし、光源が利用者に直接見えないように配慮する。

エ．電話機
・室内の電話機は、ベッドから手が届く位置に設ける。

オ．インターホン（室内機）、戸の施錠・解錠装置（カード式含む）、スイッチ、コンセント類
・インターホン（室内機）、戸の施錠・解錠装置（カード式含む）、スイッチ、コンセント類は、車椅子使用者の利用に適した位置、高さに設ける。
・電動車椅子のバッテリー充電のため、客室内の利用しやすい位置に床から40cm程度の高さのコンセントを設ける。

・スイッチ等は、大型で操作が容易なボタン形式のものとすることが望ましい。
・スイッチ等及び壁の仕上げ材料等は、スイッチ等と壁の色の明度、色相又は彩度の差を確保したものとすることが望ましい。
・コンセント、スイッチ類については２．１４ Ｅ コンセント・スイッチ類を参照。
＜コンセント、スイッチの高さの例＞
[image: image13.jpg]



＜設計例＞
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カ．収納等

・収納は、車椅子使用者の利用に適した位置とする。
・棚の高さは、下端：床から30～40㎝程度、上端：床から100～120㎝程度とする。
・ハンガーパイプやフックの高さは、床から100～120cm程度とするか、高さの調節ができるものとする。
・棚やクローゼット等を設ける場合、奥行きは最大60㎝程度とする。
・収納の形状は、車椅子使用者が容易に接近できるものとする。
・戸を設ける場合、取っ手は、高齢者、障害者等が使い易い形状のものとする。
＜収納の例＞
[image: image15.png]
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　棚



ハンガーパイプ　　　
　　　　フック（壁掛け）
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＜設計例＞
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キ．カウンター、ライティングデスク等
・室内にカウンター・ライティングデスクを設ける場合、床からの上端高さは70～75cm程度、下端高さは65～70cm程度とする。
・室内にカウンター・ライティングデスクを設ける場合、奥行きは45cm以上とすることが望ましい。
[image: image19.jpg]


＜カウンターの例＞


　＜設計例＞
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⑤　仕上げ等
・客室の床は、滑りにくい材料で仕上げる。
・車椅子の操作が困難になるような毛足の長い絨毯を、床の全面に使用することは避ける。
⑥　バルコニー（避難用バルコニーを含む）、テラス等

・車椅子使用者用客室にバルコニー（避難用バルコニーを含む）、テラス等を設けた場合には（以下共通）、バルコニー、テラス等への主要な出入口の有効幅員は、80cm以上とすることが望ましい。
・バルコニー、テラス等への主要な出入口の戸は、引き戸や引き違い戸等、車椅子使用者等が容易に開閉して通過できる構造とすることが望ましい。また、その前後に高低差がないものとすることが望ましい。
⑦　便所、便房
・客室内の便所には、車椅子使用者が円滑に利用できる便房（以下「車椅子使用者用便房」という。）を設ける。（※１）
※１　以下の場合は代替可能。

・車椅子使用者用客室が設けられている階に、車椅子使用者用便房が設けられた共用の便所が、1以上（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれ1以上）設けられている場合
・下記のほか、車椅子使用者用便房については、２．７．２ 個別機能を備えた便房の設計標準　（１）及び（２）を参照。
ア．出入口の有効幅員、空間の確保等
・車椅子使用者用便房及び当該便房が設けられている便所の出入口の有効幅員は、80cm以上とする。
・車椅子使用者用便房には、車椅子使用者が円滑に利用することができるよう、十分な空間を確保する。
・車椅子使用者用便房の各設備を使用でき、車椅子使用者が360°回転できるよう、直径150㎝以上の円が内接できるスペース又は車椅子使用者が180°転回（方向転換）できるよう、140cm以上×140cm以上のスペースを設ける。全体計画や客室タイプ等により、やむを得ず、直径150㎝以上の円が内接できるスペース又は140cm以上×140cm以上のスペースを設けることができない場合には、車椅子使用者が腰掛け便座等に移乗しやすいように、幅80cm以上×奥行き120cm以上のスペースを設ける。
・床には段差を設けない｡
イ．戸の形式

・車椅子使用者用便房及び当該便房が設けられている便所の戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造とし、かつ、その前後に高低差がないものとする。
・開き戸の場合には、戸が90度以上開くようドアクローザーの収まるスペースを確保し、戸当たりの位置を工夫するとともに、取っ手が壁にあたらないよう、戸の吊元のスペースを確保することが望ましい。
ウ．部品・設備等

・車椅子使用者用便房には、腰掛便座、手すり等を適切に配置する。
・腰掛便座の横壁面に紙巻器、便器洗浄ボタン、呼出ボタンを設ける場合は、JIS S 0026に基づく配置とする。

留意点：車椅子使用者用便房の腰掛便座、手すり等の適切な配置例
例えば、以下のような具体的な対応が考えられる。
・車椅子から腰掛便座への移乗を容易にするため、腰掛便座の両側に手すりを設けることが望ましい。
・両側に手すりを設ける場合には、介助等を考慮し片側の手すりは可動式手すりとする。
・腰掛便座や手すりの配置・位置状況について、宿泊施設の情報提供の中で紹介することで、高齢者、障害者等の身体の状態等に応じて利用できるものか、宿泊施設及び客室を選択しやすくなることが望ましい。

[image: image22.jpg]


＜手すり等の配置の例（姿図）＞

＜手すりやボタンの配置の例（平面図）＞
＜設計例＞
[image: image23.jpg]



⑧　浴室又はシャワー室

・客室内には、車椅子使用者が円滑に利用できる浴室又はシャワー室（以下「車椅子使用者用浴室等」という。）を設ける。（※２）
※２　以下の場合は代替可能。

・車椅子使用者用客室が設けられている施設内に、共用の車椅子使用者用浴室等が1以上（男子用及び女子用の区別があるときは、それぞれ1以上）設けられている場合
・1以上の共用の車椅子使用者用浴室等（個室浴室、貸し切り浴室を含む）は、異性による介助に配慮し、男女が共用できる位置に設けることが望ましい。
・共用の車椅子使用者用浴室等については、２．１０．１　浴室・シャワー室の設計標準を参照。
留意点：車椅子使用者用浴室、車椅子使用者用シャワー室等のバリエーション
・車椅子使用者用浴室には、洗面所・便房と一体として設けるタイプや、洗面所・便房とは別に独立して浴室（浴槽＋洗い場）を設けるタイプ等がある。また車椅子使用者用シャワー室には、洗面所・便房と一体として設けるタイプや、洗面所・便房とは別に独立してシャワー室を設けるタイプ等がある。
留意点：共用の車椅子使用者用浴室までの経路

・車椅子使用者用客室から共用の車椅子使用者用浴室等までの経路のうち1以上は、高齢者、障害者等が円滑に利用できる経路とする。
ア．浴室等の出入口の有効幅員、空間の確保等
・出入口の有効幅員は、80cm以上とする。
・浴室又はシャワー室には、車椅子使用者が円滑に利用することができるよう、十分な空間を確保する。
・浴室等の各設備を使用でき、車椅子使用者が360°回転できるよう、直径150㎝以上の円が内接できるスペース又は車椅子使用者が180°転回（方向転換）できるよう、140cm以上×140cm以上のスペースを設ける。全体計画や客室タイプ等により、やむを得ず、直径150㎝以上の円が内接できるスペース又は140cm以上×140cm以上のスペースを設けることができない場合には、車椅子使用者が浴槽や入浴用椅子等に移乗しやすいように、幅80cm以上×奥行き120cm以上のスペースを設ける。
・床には段差を設けない｡

イ．戸の形式

・浴室等の戸は、自動的に開閉する構造その他の車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造とし、かつ、その前後に高低差がないものとする。
・開き戸の場合には、戸が90度以上開くようドアクローザーの収まるスペースを確保し、戸当たりの位置を工夫するとともに、取っ手が壁にあたらないよう、戸の吊元のスペースを確保することが望ましい。
ウ．部品・設備等
・車椅子使用者用浴室等には浴槽、シャワー、手すり等を適切に配置する。
ａ．浴槽

・浴槽深さは50cm程度、エプロン高さは45㎝程度（車椅子の座面の高さ程度）とする。

・車椅子から移乗しやすいよう、浴槽の脇に移乗台を設ける。移乗台の高さは、浴槽のエプロン高さと同程度とする。移乗台は取り外し可能なものでもよい。
・浴槽は濡れても滑りにくく、体を傷つけにくい材料で仕上げる。
ｂ．シャワー

・原則としてハンドシャワーとする。
・シャワー室・洗い場付き浴室の場合には、シャワーホースの長さは150cm以上とすることが望ましい。

・入浴用椅子、シャワー用車椅子、壁掛け式折りたたみ椅子のいずれかを備える。

・入浴用椅子等に座った状態で手が届くよう、シャワーヘッドは垂直に取り付けられたバーに沿ってスライドし、高さを調整できるものとすることが望ましい。
・上下２箇所にシャワーヘッド掛けを設ける場合には、低い位置のシャワーヘッドかけは、入浴用椅子等に座った状態で手が届く高さに設ける。
ｃ．手すり
・浴槽を設ける場合には、浴槽出入り、浴槽内での立ち座り・姿勢保持等のための手すりを設ける。
・洗い場やシャワー室を設ける場合には、入浴用椅子等に座った状態で手が届く位置に、立ち座り・姿勢保持等のための手すりを設ける。
ｄ．浴槽及びシャワーの水栓金具
・洗い場の水栓金具の取り付け高さは、入浴用椅子等から手が届く位置とし、浴槽の水栓金具の取り付け高さは浴槽に座った状態で操作可能な位置とする。

・水栓金具は、レバー式等の操作のしやすいものとする。
・サーモスタット（自動温度調節器）付き混合水栓等、湯水の混合操作が容易なものとする。

・サーモスタット（自動温度調節器）には、適温の箇所に認知しやすい印等を付ける。
留意点：水栓

・湯水の溢れ出しを防止するため、浴槽の水栓は定量止水機能のついたものとすることが望ましい。
e．緊急通報ボタン等
・緊急通報ボタン又は非常用を兼ねた浴室内電話機を車椅子使用者等が操作しやすい高さ、位置に設ける。
・緊急通報ボタンを押したことが、音声による案内のほか、フラッシュライト等の点灯等により客室内外で視認できることが望ましい。
エ．仕上げ等
・床は濡れても滑りにくく、転倒時や床に座ったままで移動する場合にも体を傷つけにくい材料で仕上げる。
・車椅子での移動の妨げにならないよう、床は水はけの良い材料で仕上げ、可能な限り排水勾配を緩やかにする。
・一般客室の浴室等と同様の快適性を確保できるよう、内装仕上げ材・部品・設備機器の選定・工夫、色彩・照明計画等に配慮することが望ましい。
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＜浴室の設計例＞
＜シャワーの設計例＞
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＜シャワー室の設計例＞
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・棒状の取っ手及び、戸の取っ手側の接近スペースが設けられた、開き戸形式の客室出入口（室内側）





・戸の取っ手側の接近スペースが設けられた、引き戸形式の客室出入口





・車椅子使用者がベッドに移乗できるように設けられたベッド側面のスペース





・畳の小上がりを設けた和風ホテルの洋室





・車椅子使用者が回転できるスペース、移乗スペースをベッドの手前に確保したシングルルーム





・車椅子使用者が回転できるスペース、ベッドへの移乗スペースを確保したツインルーム





・窓際の椅子・テーブルを移動することで、ベッドへの移乗スペースが容易に確保できるツインルーム





・車椅子使用者が回転できるスペース、移乗スペースをベッドの手前に確保したシングルルーム（ソファーベッド常設で、ツイン利用可能）





・車椅子使用者が回転できるスペース、移乗スペースをベッドの手前に確保したダブルルーム





 ディレードアクション区間


（約70～90度の間で速度調整）





・車椅子使用者の見やすさに配慮した高さに設けられたアイスコープ、避難情報及び避難経路の表示





・引き戸形式の客室出入口





・棒状の取っ手が設けられた開き戸形式の客室出入口





・客室出入口に設けられたカメラ付きインターホン（左）。室内のモニター（右）は床から100cmの高さに設けられている。





・棒状の取っ手が設けられた開き戸形式の客室出入口及び、戸先のサムターン錠とは逆側に設けられたプッシュボタン方式のドア開錠スイッチ





サムターン錠





・フロントを呼び出すことが可能な緊急通報ボタン





・床から約40cmの高さに設けられたコンセント、床から約100cmの高さに設けられたスイッチ





・電動車椅子のバッテリー充電のため、床から約40cmの高さに設けられたコンセント





・床から110cmの高さ（中心高さ）に設けられた戸の施錠・解錠装置、インターホンのモニター、空調スイッチ





・低い位置にハンガーパイプを設けた収納





・付属のハンドルを用いて、低い位置に下げることのできるハンガーパイプ





・金物を2カ所に設置し、床から高さ約120cmにハンガーパイプを移動できる収納





・床から約120cmの高さにも設けられたフック





・ハンガーパイプを床から高さ約120cm・約90cmに移動することができる枕棚を設けた収納





・車椅子使用者が接近しやすいよう、下部に40cmのスペースを設けたミニバー





・金物を2カ所に設置し、床から高さ約110cmにハンガーパイプを移動できる収納





・下部に車椅子使用者の膝が入るスペースを確保し、掴みやすいよう、天板裏や引き出しの取っ手の形状を工夫したライティングデスク





・下部に車椅子使用者の膝が入るスペースを確保したライティングデスク、荷物置場





・利用しやすいように、ミニバー（冷蔵庫）を近くに設けたライティングデスク





・L型手すりと跳ね上げ式の手すり





・便所の出入口の引き戸





・両側手すり





・浴室・洗面所・便房の出入口の引き戸





・浴室・洗面所・便房の出入口の3枚引き違い戸（有効幅員を確保しやすい）





・便所の出入口の2連引き戸（有効幅員を確保しやすい）





・L型手すりと跳ね上げ式の手すり





・洗面所と一体的に設けられた便所





・移乗台及び浴槽出入りのための手すり、浴槽内での立ち座り・姿勢保持等のための手すりを設けた浴槽（洗い場あり）





・移乗台及び浴槽出入りのための手すり、浴槽内での立ち座り・姿勢保持等のための手すりを設けた浴槽（洗い場なし）





・移乗台及び浴槽出入りのための手すり、浴槽内での立ち座り・姿勢保持等のための手すりを設けた浴槽（洗い場あり）





・移乗台及び浴槽出入りのための手すり、浴槽内での立ち座り・姿勢保持等のための手すりを設けた浴槽（洗い場あり）





・浴槽出入りのための手すり、浴槽内での立ち座り・姿勢保持等のための手すりを設けた浴槽（洗い場なし）





・移乗台及び浴槽出入りのための手すり、浴槽内での立ち座り・姿勢保持等のための手すりを設けた浴槽（洗い場あり）





・折りたたみ椅⼦を設けたシャワー（英国の例）





・垂直に取り付けたバーに沿ってスライドし高さを調整できるシャワーヘッド





・車椅子使用者用便房と一体的に設けられたシャワー室（英国の例）





・シャワー室の出入口





・一体的に設けられた便所、シャワー室（便所の左側には浴槽がある。引違い戸（前後の高低差なし）により、便所とシャワー室にそれぞれ直接、出入りすることができる。）
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提供される   客室の総数  車椅子使用者用シャワー 室のないバリアフリー   対応客室の必要最小数  車椅子使用者用シャワー 室のあるバリアフリー   対応客室の必要最小数  バリアフリー対応の   客室の総数  

1 ～ 2 5  1  0  1  

2 6 ～ 5 0  2  0  2  

5 1 ～ 7 5  3  1  4  

7 6 ～ 1 00  4  1  5  

1 01 ～ 1 50  5  2  7  

1 51 ～ 2 00  6  2  8  

2 01 ～ 3 00  7  3  1 0  

3 01 ～ 4 00  8  4  1 2  

4 01 ～ 5 00  9  4  1 3  

5 01 ～ 1 000  全体の 2 ％  全体の 1 ％  全体の 3 ％  

1 001 以上  2 0 に加えて、 1 000 を 1 00 または 1 00 以下の端数で 超えるごとに 1 を追加  1 0 に加えて、 1 000 を 1 00 または 1 00 以下の端数で 超えるごとに 1 を追加  3 0 に加えて、 1 000 を 1 00 または 1 00 以下の端数で 超えるごとに 2 を追加  
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